
AUTOMATIC LABELING SYSTEM 

LA-5 シリーズ 

 警告 
 
本機を末永くお使いいただくために、またトラブルや

故障を未然に防ぐためにも、日常のお手入れが必

要です。作業終了後は、毎日清掃して常に清潔に

保つようにしてください。 

Vベルト交換手順 

 台紙が巻き取られなくなる 
 サーボエラーとなり、正常運転が行えない 

<Vベルトが破断すると…> 

Vベルト 
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Vベルト交換手順 

警告 
 交換を行う前に、操作パネルとコンベヤーの電源スイッチを切ってください。ラベラーの駆動部やコン
ベヤーベルトに、手を巻き込まれる可能性があるため危険です。 

 

■ 作業開始前にご準備頂くもの 

 六角レンチセット 

  

  

1 図示のネジ(5箇所)を取り外し、背面のカバーを取り
外します。 

  

    

2 六角ネジ穴タイプベアリングから Vベルトを外します。 

 六角ネジ穴タイプベアリングを回しながら Vベルトを手
前に引っ張ると外れやすくなります。 

  

    

六角ネジ穴タイプ 
ベアリング 

Vベルト 
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3 巻き取りベルトプーリーから Vベルトを外します。 

 Vベルトは、巻き取りベルトプーリーから少し脱線させ
た状態(Vベルトがプーリーに半分だけ掛かったような
状態)でプーリーを時計回りに回すと外れやすくなりま
す。 

  

    

4 Vベルトを交換します。 
    

5 駆動プーリーに Vベルトを掛けます。   

   

6 巻き取りベルトプーリーに Vベルトを掛けます。 

 Vベルトを巻き取りベルトプーリーに掛ける時も手順
3(取り外す手順)と同様に、Vベルトがプーリーに少し
だけ掛かった状態でプーリーを時計回りに回すと掛か

りやすくなります。 

 

    

7 六角ネジ穴タイプベアリングに Vベルトを掛けます。 

 Vベルトを六角ネジ穴タイプベアリングに掛ける時も手
順 2(取り外す手順)と同様に、Vベルトがプーリーに少
しだけ掛かった状態でベアリングを時計回りに回すと

掛かりやすくなります。 

  

    

8 背面のカバーを取り付け、ネジで固定します。   
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巻き取りベルトプーリー 

①駆動プーリーに Vベルトを掛ける 

②巻き取りベルトプーリーに Vベルトを掛ける 

六角ネジ穴タイプ 
ベアリング 

②巻き取りベルトプーリーを 
時計回りに回す 

①少し脱線させた状態にする 


